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平
成
28
年
度
中
小
企
業
組
合
制
度
研

究
会
報
告
書
（
全
国
中
央
会
）
は
、
３

年
間
に
わ
た
っ
て
検
討
し
て
き
た
研
究

会
の
成
果
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

３
つ
の
課
題
を
テ
ー
マ
（
①
共
同
事
業

に
よ
る
生
産
性
の
向
上
、
②
取
引
力

（
価
格
転
嫁
力
）
の
強
化
、
③
地
域
人

材
の
確
保
と
供
給
）
に
調
査
し
議
論
し

て
き
た
が
、
そ
の
結
果
等
の
詳
細
は
本

報
告
書
を
参
照
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

こ
こ
で
は
、
は
じ
め
に
研
究
会
で
行

わ
れ
た
議
論
等
を
通
じ
て
受
け
た
印
象

と
思
い
を
述
べ
、
最
後
に
「
こ
れ
か
ら

の
組
合
制
度
」
に
つ
い
て
簡
単
に
触
れ

る
こ
と
と
し
た
い
。

⑴ 

研
究
会
で
最
も
強
く
感
じ
た
こ
と

は
、
次
の
点
で
あ
る
。
中
小
企
業
の

多
く
は
、
株
式
会
社
形
態
で
事
業
を

経
営
し
て
い
る
。中
に
は
合
名
会
社
、

合
資
会
社
ま
た
は
合
同
会
社
の
形
態

（
旧
有
限
会
社
も
含
む
）
を
利
用
す

る
会
社
も
あ
る
が
そ
れ
ら
は
少
数
で
、

株
式
会
社
の
利
用
が
圧
倒
的
に
多
い
。

会
社
は
種
類
を
問
わ
ず
原
則
と
し
て
、

営
利
を
目
的
と
す
る
組
織
で
あ
る
が
、
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１
．
は
じ
め
に

２
．
中
小
企
業
と
協
同
組
合

な
か
で
も
株
式
会
社
は
そ
の
典
型
で

あ
る
。
合
名
・
合
資
会
社
が
人
的
会

社
と
い
わ
れ
る
の
に
対
し
、
株
式
会

社
（
及
び
有
限
会
社
）
は
資
本
会
社

で
あ
る
と
も
い
わ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。

そ
の
意
味
は
、
資
本
会
社
は
「
人
」

で
は
な
く
「
資
本
」
に
重
き
を
お
く

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。株
式
会
社
は
、

資
本
に
基
礎
を
お
く
典
型
的
な
「
営

利
目
的
」
会
社
で
あ
る
。

⑵ 

株
式
会
社
等
を
利
用
す
る
中
小
企
業

が
集
ま
っ
て
、
協
同
組
合
組
織
（
企

業
組
合
を
除
く
）
に
結
合
し
て
い
る

の
が
中
小
企
業
の
協
同
組
合
（
以
下
、

中
小
企
業
協
同
組
合
）
で
あ
る
。
協

同
組
合
は
、
そ
も
そ
も
人
的
色
彩
の

濃
い
「
非
営
利
目
的
」
の
組
織
形
態

で
あ
る
。
つ
ま
り
、「
人
」
を
重
視
す

る
団
体
で
あ
る
。「
資
本
」
で
は
な

い
点
が
重
要
で
あ
る
。
こ
こ
に
、
中

小
企
業
協
同
組
合
の
複
雑
で
難
し
い

問
題
が
潜
ん
で
い
る
。
こ
の
点
が
、

最
も
大
き
く
関
心
を
抱
い
た
点
で
あ

る
。
そ
れ
は
一
体
ど
う
い
う
こ
と
か

と
い
う
と
、
以
下
の
と
お
り
で
あ

る
。
会
社
の
こ
と
を
規
定
す
る
法
律

は
「
会
社
法
」
で
あ
る
が
、
中
小
企

業
協
同
組
合
を
規
定
す
る
主
要
な
法

律
は
「
中
小
企
業
等
協
同
組
合
法
」

（
以
下
、
中
協
法
）
で
あ
る
（
こ
こ

平成28年度

中小企業組合制度研究会に携わって

～これからの組合制度～

※全国中小企業団体中央会「中小企業と組合」2017年５月号より転載。
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⑴ 

社
会
学
者
で
あ
る
Ｆ
・
テ
ン
ニ
ー
ス

は
、「
個
人
の
意
志
」
を
基
準
に
し
て

団
体
を
二
つ
に
分
類
し
、「
本
質
意

志
」
に
よ
る
団
体
を
ゲ
マ
イ
ン
シ
ャ

フ
ト
、「
選
択
意
志
」
に
よ
る
団
体
を

ゲ
ゼ
ル
シ
ャ
フ
ト
と
よ
ん
だ
。
前
者

の
代
表
は
家
族
で
あ
り
、
後
者
の
代

表
は
株
式
会
社
で
あ
る
。
し
か
し
、

ド
イ
ツ
で
市
民
社
会
と
資
本
主
義
が

発
展
し
て
く
る
と
、
両
方
の
性
質
を

も
っ
た
ゲ
ノ
ッ
セ
ン
シ
ャ
フ
ト
な
る

団
体
が
発
生
し
て
き
た
と
補
足
す
る
。

そ
れ
が
協
同
組
合
で
あ
る
。

⑵ 

株
式
会
社
は
、
利
己
心
、
所
有
欲
、

貨
幣
欲
、支
配
欲
等
、「
個
人
の
欲
望
」

を
満
た
す
団
体
で
あ
る
の
に
対
し
、

家
族
は
助
け
合
い
、
正
直
、
親
切
、

良
心
、
誠
実
等
の
性
格
を
も
っ
て
い

る
集
団
だ
と
分
析
し
た
。
株
式
会
社

は
本
来
「
人
」
の
結
合
体
（
社
団
）

で
あ
る
は
ず
が
、
資
本
多
数
決
の
原

則
を
採
用
し
、
資
本
を
多
く
も
っ
て

い
る
出
資
者
（
株
主
）
の
利
益
を
優

先
し
た
。
出
資
者
の
利
益
配
当
を
最

大
化
す
る
た
め
に
、
会
社
は
常
に
合

理
性
、
効
率
性
を
求
め
る
こ
と
が
必

要
と
な
る
。
法
律
は
、
会
社
（
法

人
）
の
所
有
権
を
保
護
し
、
契
約
の

自
由
を
保
障
す
る
形
で
資
本
主
義
の

シ
ス
テ
ム
を
基
礎
づ
け
る
手
段
は
用

意
し
た
が
、
所
有
欲
や
支
配
欲
（
個

人
の
欲
望
を
追
求
す
る
と
い
う
市
民

社
会
の
「
負
」
の
部
分
）
を
制
御
す

る
有
効
な
道
具
は
用
意
で
き
な
い
で

い
る
。

⑶ 

協
同
組
合
も
「
選
択
意
志
」
に
よ
っ

て
設
立
さ
れ
た
社
団
で
あ
る
。
そ
れ

ゆ
え
に
、
利
己
心
、
所
有
欲
、
支
配

欲
等
を
持
っ
て
い
る
点
で
は
株
式
会

社
と
同
様
で
あ
る
。
し
か
し
協
同
組

合
は
、
ゲ
ゼ
ル
シ
ャ
フ
ト
で
あ
る
と

同
時
に
ゲ
マ
イ
ン
シ
ャ
フ
ト
で
も
あ

る
の
で
、
ゲ
ゼ
ル
シ
ャ
フ
ト
の
行
動

に
対
し
て
ゲ
マ
イ
ン
シ
ャ
フ
ト
の
精

神
が
作
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ゲ

マ
イ
ン
シ
ャ
フ
ト
の
正
直
、
親
切
、

良
心
等
の
倫
理
観
が
伴
う
と
「
相
互

テンニエス／杉之原寿一訳「ゲマインシャフトとゲゼルシャフト上」（岩波文庫昭和 38
年巻末「概念一覧表」より作成（一覧表の表現とは若干異なるものもある。）

で
は
、
中
団
法
等
に
つ
い
て
は
触
れ

な
い
）。
そ
う
す
る
と
、
中
協
法
は
、

営
利
目
的
の
企
業
が
集
ま
っ
て
非
営

利
目
的
の
組
織
を
規
整
す
る
法
律
で

あ
る
、
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
そ

こ
に
複
雑
で
難
し
い
問
題
が
あ
る
。

⑶ 

協
同
組
合
で
結
び
つ
い
て
い
る
中
小

企
業
の
経
営
者
は
、
一
方
で
株
式
会

社
の
「
営
利
」
を
、
他
方
で
協
同
組

合
の
「
非
営
利
」
と
い
う
、
相
反
す

る
両
方
の
経
済
価
値
を
追
求
す
る
こ

と
に
な
る
が
、
そ
れ
を
ど
の
よ
う
に

調
整
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
あ

る
い
は
、
ど
の
よ
う
に
バ
ラ
ン
ス
を

と
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
大
規

模
株
式
会
社
は
、「
資
本
」
を
中
心
に

経
営
を
考
え
れ
ば
事
足
り
る
。
大
規

模
な
農
協
や
生
協
は
、
収
益
確
保
を

お
ろ
そ
か
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い

こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
が
、
そ
れ

以
上
に
重
要
な
こ
と
は
「
人
（
組
合

員
）」
を
中
心
に
経
営
を
考
え
る
こ

と
が
責
務
で
あ
る
。
し
か
し
、
中
小

規
模
の
協
同
組
合
で
は
、
そ
の
両
者

を
常
に
意
識
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、

と
い
う
課
題
を
背
負
っ
て
い
る
の
で

あ
る
。

３
． 

ゲ
マ
イ
ン
シ
ャ
フ
ト
、
ゲ
ゼ

ル
シ
ャ
フ
ト
、
ゲ
ノ
ッ
セ
ン

シ
ャ
フ
ト

団体の概念一覧表
団体の種類
（典型例）

区別する
基準

ゲマインシャフト
（家族、共同体）

ゲゼルシャフト
（株式会社、組合）

ゲノッセンシャフト
（協同組合）

① 団体と個人の意
志の関係

個人の選択意志に関係なく
もともと存在する団体

個人の選択意志に
より作られた団体

個人の選択意志に
より作られた団体

②気質 気分、正直、実直 努力、快楽欲、利
己心、虚栄心 両方を持つ

③性格
気立て、親切 打算、所有欲、狡

猾、金銭欲、強欲、
金儲け

両方を持つ

④考え方 良心、誠実 支配欲、観念的、
名誉欲 両方を持つ

⑤道徳 宗教、倫理 世論 両方を持つ

⑥主たる職業

血のゲマインシャフト・家内経
済
場所のゲマインシャフト・農業
精神のゲマインシャフト・芸術

商業（商人）、工業、
学問 両方を持つ
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そ
れ
を
同
時
に
実
践
で
き
る
の
も
中

小
企
業
協
同
組
合
で
あ
る
。
こ
れ
を

実
現
で
き
た
ら
、
そ
れ
は
「
協
同
組

合
制
度
の
モ
デ
ル
」
と
い
っ
て
も
過

言
で
は
な
い
。

⑵ 

中
小
規
模
の
株
式
会
社
の
多
く
は
、

「
所
有
と
経
営
が
一
致
」
し
て
い
る
。

所
有
と
経
営
が
一
致
し
て
い
る
こ
と

は
、
経
営
者
が
会
社
の
利
益
と
リ
ス

ク
を
常
に
背
負
っ
て
い
る
こ
と
を
意

味
す
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
会
社
の
運

営
・
管
理
の
全
て
に
お
い
て
常
に
慎

重
に
な
り
、
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ

ナ
ン
ス
や
会
社
の
内
部
統
制
に
目
を

配
る
地
位
・
立
場
に
あ
る
。し
か
し
、

大
資
本
の
前
で
は
、
市
場
競
争
に
お

い
て
劣
位
に
立
た
さ
れ
る
こ
と
が
多

い
。
そ
こ
で
、
中
小
企
業
者
同
士
で

結
束
し
て
協
同
組
合
に
結
集
す
る
こ

と
が
必
要
と
な
る
。

⑶ 

中
小
企
業
者
が
協
同
組
合
に
加
入
す

る
こ
と
の
最
も
大
き
な
理
由
は
、「
信

用
力
の
取
得
」
で
あ
り
、「
技
術
・
市

場
等
の
情
報
交
換
・
交
流
・
提
携
」、

「
共
同
事
業
へ
の
参
加
」
等
に
あ
る
。

こ
れ
が
、
今
回
の
調
査
の
結
果
で
も

明
ら
か
に
な
っ
た
点
で
あ
る
（
第
Ⅱ

章
）。中
小
企
業
協
同
組
合
の
利
点
は
、

ま
ず
そ
の
点
に
あ
る
と
み
て
間
違
い

な
い
。
し
か
し
、
調
査
に
は
現
れ
な

扶
助
」
や
「
助
け
合
い
の
精
神
」
つ

ま
り
「
利
他
の
心
」
と
な
っ
て
作
用

す
る
の
で
、
資
本
の
暴
走
に
ブ
レ
ー

キ
が
か
か
る
。
そ
の
結
果
、
協
同
組

合
が
非
営
利
組
織
で
あ
る
こ
と
を
維

持
で
き
る
。
そ
の
法
的
表
現
が
、「
相

互
扶
助
」（
中
協
法
第
５
条
）、「
組
合

員
の
た
め
の
奉
仕
」（
水
産
業
協
同

組
合
法
第
４
条
）「
営
利
を
目
的
と

し
て
そ
の
事
業
を
行
っ
て
は
な
ら
な

い
」（
消
費
生
活
協
同
組
合
法
第
９

条
、
森
林
組
合
法
第
４
条
）
と
い
っ

た
用
語
で
あ
る
。
協
同
組
合
は
ゲ
ゼ

ル
シ
ャ
フ
ト
の
団
体
で
は
あ
る
け
れ

ど
も
、
ゲ
マ
イ
ン
シ
ャ
フ
ト
の
団
体

で
も
あ
る
か
ら
、
法
律
で
「
営
利
を

目
的
と
し
て
は
な
ら
な
い
」
と
い
う

ブ
レ
ー
キ
を
か
け
た
わ
け
で
あ
る
。

⑴ 

中
小
企
業
の
経
営
者
は
、
同
時
に
中

小
企
業
協
同
組
合
の
経
営
者
ま
た
は

組
合
員
と
し
て
、
常
に
「
営
利
」
と

「
非
営
利
」
の
間
で
生
活
し
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、
常
に
営
利
と
非
営
利

の
バ
ラ
ン
ス
を
意
識
し
な
が
ら
経
済

活
動
に
携
わ
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

こ
こ
に
、
協
同
組
合
経
営
の
複
雑
さ

と
難
し
さ
が
存
在
す
る
。
し
か
し
、

か
っ
た
が
、
よ
り
重
要
な
メ
リ
ッ
ト

が
他
に
あ
る
。
そ
れ
は
、
テ
ン
ニ
ー

ス
が
分
析
し
て
い
る
よ
う
に
、
協
同

組
合
の
ゲ
マ
イ
ン
シ
ャ
フ
ト
的
性
格

を
知
る
こ
と
が
で
き
る
点
で
あ
る
。

そ
れ
は
、「
人
」
に
価
値
を
お
く
協
同

組
合
だ
か
ら
こ
そ
学
習
可
能
な
機
会

で
あ
り
、「
資
本
」
に
価
値
を
お
く
大

株
式
会
社
で
は
得
る
こ
と
の
で
き
な

い
価
値
で
あ
る
。

⑴ 

以
上
の
こ
と
か
ら
、
株
式
会
社
は

「
資
本
」
に
重
き
を
お
く
団
体
で
あ

り
、
協
同
組
合
は
「
人
」
に
基
礎
を

お
く
団
体
で
あ
る
こ
と
が
よ
く
理
解

で
き
た
。
中
協
法
は
、
協
同
組
合
が

株
式
会
社
と
同
じ
に
な
ら
な
い
よ
う

に
規
整
し
て
い
る
の
で
、
協
同
組
合

が
協
同
組
合
で
あ
る
こ
と
を
実
現
す

る
た
め
に
は
、Ｉ
Ｃ
Ａ
（International 

Co-operative Alliance

）
の
協
同
組
合

原
則
を
守
る
こ
と
、
維
持
す
る
こ
と

が
重
要
と
な
る
。
守
る
の
は
人
で
あ

り
、
協
同
組
合
原
則
を
担
保
す
る
最

後
の
砦
も
人
で
あ
る
。

⑵ 

Ｉ
Ｃ
Ａ
原
則
は
、
組
合
員
の
み
な
ら

ず
管
理
職
員
等
の
教
育
や
訓
練
が
重

要
で
あ
る
と
指
摘
す
る
（
第
５
原

則
）。
と
同
時
に
、
地
域
は
も
と
よ

り
、
地
域
を
こ
え
た
国
内
・
国
際
に

も
及
ぶ
広
い
範
囲
で
の
「
協
同
組
合

間
協
働
」
を
重
視
し
（
第
６
原
則
）、

し
か
も
「
地
域
社
会
の
持
続
的
発
展

の
た
め
に
行
動
す
る
」
こ
と
も
定
め

て
い
る
（
第
７
原
則
）。
教
育
の
重

要
性
に
つ
い
て
、
本
報
告
書
で
も
第

Ⅴ
章
で
扱
っ
て
い
る
と
お
り
で
あ
る
。

他
の
協
同
組
合
と
の
協
同
組
合
間
協

働
を
進
め
る
こ
と
の
重
要
性
は
、
地

域
社
会
と
の
関
係
に
お
い
て
も
極
め

て
大
切
で
あ
る
。

⑶ 

昨
年
、
ド
イ
ツ
の「
協
同
組
合
理
念
と

実
践
」が
ユ
ネ
ス
コ
の
無
形
文
化
遺
産

に
登
録
さ
れ
た
こ
と
は
、
協
同
組
合

に
と
っ
て
重
要
な
意
味
を
持
つ
。
無

形
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
の
は
、

協
同
組
合
の
も
つ
「
理
念
」で
あ
り
、

地
域
に
根
付
い
た
文
化
的
な
「
実
践

活
動
」
で
あ
る
。
世
界
の
協
同
組
合

関
係
者
は
、
こ
の
世
界
に
認
知
さ
れ

評
価
さ
れ
た
協
同
組
合
の
価
値
を
共

有
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
中
小
企
業

協
同
組
合
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
る
。

中
小
企
業
協
同
組
合
は
、
こ
の
無
形

文
化
遺
産
登
録
を
誇
り
に
し
て
、
抱

え
て
い
る
複
雑
で
か
つ
難
し
い
課
題

を
乗
り
越
え
て
ほ
し
い
。
協
同
組
合

組
織
の
モ
デ
ル
と
な
っ
て
ほ
し
い
。

４
．
中
小
企
業
協
同
組
合
の
重
要
性

５
．
結
び
に
か
え
て


